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Serious adverse events associated with yellow 

以上4報がLancet 2001年7月14日号に掲載され

た。いずれも、 弱毒黄熱生ワクチン(170: 170D, 17 

D-204)接種後2日から5日に重篤な全身性の副反

応（発熱、 筋肉痛、 頭痛、 意識混濁、 硬直、 嘔気・

嘔吐、 関節痛、 血圧低下、 腎不全、 呼吸不全、 肝機

能異常、 血小板減少、 横紋筋融解症）を認め、 7名

中6名が死亡している。 しかし、 これらの副反応は

稀なケ ー スであり、 黄熱が流行している地域に渡航

する場合はワクチン接種が勧められる。 それと共に、

黄熱ウイルスの弱毒のメカニズムを早急に調査する

必要がある。 というのがこれらに対する論評であっ

た。
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